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柴
田
町
Ｓ
Ｃ
は
、令
和
４
年
度
の「
安

全
就
業
優
秀
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
全
シ
協
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
平
成
29
年
度
に
続
い
て
２
度
目

の
優
秀
賞
受
賞
と
な
り
、
全
シ
協
の
安

全
表
彰
歴
の
中
で
も
数
少
な
い
事
例
で

あ
る
。

　
安
全
就
業
推
進
員
も
務
め
る
業
務
担

当
職
員
の
岩
橋
清
喜
さ
ん
は
、
今
回
の

受
賞
に
つ
い
て
「
会
員
が
高
い
意
識
を

持
っ
て
安
全
就
業
に
努
め
た
結
果
で
す
」

と
謙
虚
に
受
け
止
め
て
い
る
。
安
彦
秀

昭
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
は
、「
安
全
管

理
委
員
会
を
毎
月
開
き
、
全
国
や
宮
城

県
内
の
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に
学
ん

だ
り
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
毎
月
２
回

実
施
し
た
り
と
、
地
道
に
取
り
組
み
を

続
け
て
き
た
こ
と
が
受
賞
に
つ
な
が
っ

た
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　
平
成
29
年
度
～
令
和
３
年
度
の
５
年

間
に
発
生
し
た
傷
害
事
故
は
ゼ
ロ
。
物

損
事
故
は
１
年
に
２
～
６
件
で
、
主
に

草
刈
り
作
業
時
の
飛
び
石
と
配
線
の
切

断
な
ど
で
あ
る
。

　
な
お
、
令
和
４
年
度
は
傷
害
事
故
が

２
件
、
物
損
事
故
が
１
件
で
あ
っ
た
。
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　柴田町ＳＣは、令和 4年度の「安全就業優秀シルバー人
材センター」として全シ協から表彰された。平成29年度に
続いて 2度目の受賞となる。令和 3年度までの過去 5年間
の傷害事故はゼロ、物損事故は 2～ 6件で推移。月 2回の
安全パトロール、危険予知（ＫＹ）活動、健康状況などを
尋ねる会員との面談など、さまざまな取り組みを展開し、
安全に対する注意喚起を地道に継続している。

地
道
で
多
様
な
取
り
組
み
の
継
続
で

２
度
目
の
優
秀
賞
を
受
賞

公
益
社
団
法
人

柴
田
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

（
宮
城
県
）

柴田町ＳＣは、平成29年度に続いて2度目の「安全就業優秀シ
ルバー人材センター」として、令和4年度に全シ協から表彰さ
れた。写真左から賞状を手にする安全就業推進員で業務担当職
員の岩橋清喜さん、安彦秀昭常務理事兼事務局長
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セ
ン
タ
ー
設
立
と
同
時
に

安
全
管
理
委
員
会
を
設
置

　
安
全
就
業
対
策
は
、
平
成
14
年
度
の

セ
ン
タ
ー
設
立
と
同
時
に
設
置
し
た
安

全
管
理
委
員
会
が
中
心
に
な
り
、
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
委
員
は
、
担
当
理
事
２
人
、
職
域
班

長
２
人
（
剪
定
班
・
草
刈
り
班
）、会
員

１
人（
安
全
管
理
に
精
通
し
た
元
理
事
）、

安
全
就
業
推
進
員
１
人
、
事
務
局
長
の

計
７
人
で
構
成
し
て
い
る
。

　
毎
月
委
員
会
を
開
催
し
て
、
全
シ
協

や
宮
城
県
Ｓ
Ｃ
連
合
会
か
ら
提
供
さ
れ

る
情
報
や
他
セ
ン
タ
ー
の
安
全
適
正
就

業
対
策
を
参
考
に
し
て
お
り
、
関
係
す

る
職
域
班
に
情
報
を
伝
え
て
い
る
。

　
会
議
の
日
は
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
う
。
ま
た
、
事
故
発
生
時
は
、
現
場

検
証
の
結
果
や
今
後
の
課
題
を
委
員
会

で
検
討
し
て
、
結
果
を
定
時
総
会
や
講

習
会
、
就
業
前
後
の
活
動
内
で
周
知
し
、

再
発
防
止
に
努
め
て
い
る
。

具
体
的
な
取
り
組
み

●
月
２
回
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

　
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
月
１
回
の
安

全
管
理
委
員
会
開
催
日
に
、
計
画
・
実

施
し
て
い
る
。
対
象
は
剪
定
、
草
刈
り
、

駐
輪
場
管
理
、
施
設
管
理
の
就
業
現
場
。

当
日
の
朝
、
安
全
就
業
推
進
員
の
岩
橋

さ
ん
が
場
所
を
決
め
る
。

　
ま
た
、
月
１
回
の
「
安
全
意
識
高
揚

の
日
」
と
名
付
け
た
日
の
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
を
抜
き
打
ち
で
実
施
。
安
全
就
業

推
進
員
と
安
全
管
理
委
員
１
人
（
各
月

輪
番
）
が
組
ん
で
行
っ
て
い
る
。

　
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、「
安
全
点
検
表
」

の
項
目
（
服
装
・
保
護
具
、
整
理
・
整

頓
、
作
業
規
律
な
ど
）
ご
と
に
確
認
し
、

指
導
、
改
善
事
項
が
あ
れ
ば
行
い
、
記

録
す
る
。
こ
こ
数
年
は
、
し
っ
か
り
守

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
指

導
す
る
と
い
う
よ
り
、「
引
き
続
き
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
掛
け
る
こ

と
が
多
い
そ
う
だ
。

●
危
険
予
知
（
Ｋ
Ｙ
）
活
動

　
剪
定
と
草
刈
り
の
現
場
で
は
、
健
康

状
態
、
服
装
、
危
険
予
知
に
つ
い
て
班

長
を
中
心
に
毎
回
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
危
険
要
因
を
確
認
す

る
た
め
の
「
危
険
予
知
（
Ｋ
Ｙ
）
活
動

日
報
」
を
班
長
に
渡
し
、
班
長
が
そ
の

項
目
を
就
業
前
に
確
認
す
る
。
日
報
は
、

参
加
者
、
健
康
状
態
、
服
装
点
検
、
就

業
ご
と
の
危
険
予
知
項
目
を
Ａ
４
用
紙

１
枚
に
ま
と
め
た
も
の
。
確
認
す
る
項

目
や
体
裁
は
、
現
場
の
声
を
聞
き
な
が

セ
ン
タ
ー
事
務
所
入
り
口
付
近
に
あ
る

掲
示
板
と
窓
に
は
、
安
全
情
報
や
気
象

状
況
な
ど
を
掲
示
。
会
員
に
注
意
を
呼

び
掛
け
て
い
る

安全管理委員会では毎月2回、安全パトロールを実施

健康状態の確認と体を準備するために、毎朝就業出発前にラジ
オ体操と転倒防止運動を行っている
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ら
都
度
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

●
就
業
前
の
体
操

　
剪
定
や
草
刈
り
の
就
業
会
員
は
、
朝
、

セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
て
か
ら
現
場
に
向

か
う
。
健
康
状
態
の
確
認
と
体
を
準
備

す
る
た
め
に
、
ラ
ジ
オ
体
操
と
転
倒
防

止
体
操
を
行
っ
て
い
る
。

●�

熱
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）、気
温
、
天

候
周
知

　
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
毎
朝
気
象
情

報
を
確
認
し
、
事
務
所
前
の
掲
示
板
と

口
頭
で
会
員
に
周
知
し
て
い
る
。

　
令
和
元
年
10
月
の
台
風
19
号
に
よ
る

記
録
的
な
大
雨
で
、
セ
ン
タ
ー
事
務
所

１
階
が
浸
水
し
た
経
験
か
ら
も
、
気
象

情
報
は
必
ず
確
認
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
気
温
上
昇
の
予
報
な
ど
で
危
険
を

感
じ
た
日
は
、
発
注
者
の
理
解
を
得
て

就
業
を
中
止
す
る
こ
と
も
あ
る
。

●
講
習
会
、
職
種
班
会
議

　
交
通
安
全
、
作
業
手
順
、
保
護
具
な

ど
の
確
認
を
行
う
講
習
会
や
職
種
ご
と

の
班
会
議
を
定
期
的
に
行
い
、
安
全
意

識
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　
令
和
４
年
度
は
、
７
月
20
日
に
公
民

館
で
「
安
全
運
転
講
習
会
」
を
実
施
し
、

会
員
22
人
が
参
加
。
自
動
車
教
習
所
の

教
官
だ
っ
た
会
員
が
講
師
を
担
当
し
、

高
齢
者
の
安
全
運
転
に
つ
い
て
講
義
を

し
た
。

　
11
月
14
日
は
、
剪
定
班
と
草
刈
り
班

を
対
象
に
、
安
全
作
業
の
確
認
や
事
故

事
例
な
ど
か
ら
安
全
対
策
を
考
え
る
講

習
会
を
実
施
。
25
人
が
参
加
し
た
。

　
道
具
類
の
点
検
は
、
毎
朝
、
就
業
前

に
行
っ
て
い
る
。
草
刈
り
機
は
各
自
の

も
の
を
使
用
す
る
が
、
替
え
刃
は
セ
ン

タ
ー
で
管
理
し
、
随
時
交
換
し
て
い
る
。

●
事
故
免
責
額
の
自
己
負
担

　
物
損
事
故
の
保
険
免
責
額
１
万
円
に

つ
い
て
は
、
事
故
抑
制
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
全
額
会
員
負
担
と
し
て
い
る
。

●
安
全
就
業
推
進
標
語
の
募
集

　
安
全
意
識
の
高
揚
を
目
的
に
、
２
年

に
１
回
、
全
会
員
か
ら
安
全
就
業
推
進

標
語
を
募
集
。
安
全
管
理
委
員
会
で
委

員
長
賞
１
点
、
佳
作
２
点
を
選
考
。
結

果
は
会
報
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
定
時
総

会
時
に
表
彰
し
、
安
全
意
識
の
啓
発
に

つ
な
げ
て
い
る
。

　
令
和
３
・
４
年
度
は
85
点
の
応
募
作

品
の
中
か
ら
、
小
野
立た
つ
こ子
さ
ん
の
「
守

り
た
い　
自
分
の
体
と　
家
族
の
笑
顔
」

が
委
員
長
賞
に
選
ば
れ
た
。

●
安
全
祈
願

　
安
全
就
業
、
無
事
故
を
祈
願
し
て
毎

年
１
月
の
仕
事
始
め
に
は
、
神
主
に
来

て
も
ら
い
、
安
全
管
理
正
副
委
員
長
、

理
事
長
、
事
務
局
職
員
が
参
加
し
て
、

事
務
所
で
安
全
祈
願
を
行
う
。

●
そ
の
他

　
事
務
所
前
の
掲
示
板
を
活
用
し
、
事

故
情
報
、
季
節
ご
と
の
注
意
、
宮
城
県

Ｓ
Ｃ
連
合
会
の
安
全
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の

情
報
を
発
信
。
見
て
い
る
会
員
が
多
い

と
い
う
。

　
ま
た
、
事
務
所
の
入
り
口
に
は
「
安

全
就
業
の
心
得
―
み
ん
な
で
守
ろ
う
10

ヶ
条
」
を
掲
示
し
て
、
意
識
付
け
を
図

っ
て
い
る
。

　
就
業
は
必
ず
２
人
以
上
で
行
い
、「
安

全
、
健
康
状
態
の
確
認
の
た
め
に
、
互

い
に
声
を
掛
け
合
お
う
」
と
、
会
員
に

呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
マ
ス
ク
な
ど
が
入
手
し

づ
ら
か
っ
た
時
期
に
は
、
セ
ン
タ
ー
が

手
配
し
て
全
会
員
に
マ
ス
ク
を
各
10
枚

郵
送
。
冬
は
寒
さ
対
策
と
し
て
、
使
い

捨
て
カ
イ
ロ
を
配
布
し
て
い
る
。

全
会
員
と
面
談
し
、
健
康
状
況
と

就
業
意
向
を
聞
く

　
毎
年
１
月
、
健
康
状
況
と
就
業
希
望

の
変
更
、
就
業
に
つ
い
て
の
現
状
確
認

な
ど
を
目
的
に
、
全
会
員
を
対
象
に
対

面
に
よ
る
面
談
を
行
っ
て
い
る
。

　
12
月
末
に
健
康
状
況
の
調
査
票
を
全

令和4年11月、剪定班・草刈り班に対して、安全作業の確
認、事故事例から安全対策を考える講習会を行った
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会
員
に
送
付
し
て
、
回
答（
自
己
申
告
）

を
面
談
時
に
持
参
し
て
も
ら
う
。
こ
の

際
、
最
近
腰
が
痛
い
、
年
齢
を
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
た
な
ど
と
話
す
会
員
も
い

て
、
例
え
ば
、
屋
外
で
の
就
業
は
体
力

的
に
厳
し
く
な
っ
た
場
合
、
屋
内
で
の

就
業
に
変
わ
る
こ
と
を
事
務
局
か
ら
提

案
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
も
な
っ
て
い
る
。

会
員
に
と
っ
て
も
、
年
１
回
、
自
分
の

健
康
状
態
な
ど
と
向
き
合
う
機
会
に
な

っ
て
い
る
。

　
面
談
は
、
業
務
担
当
の
職
員
２
人
で

対
応
。
３
日
間
を
設
定
し
、
約
３
０
０

人
、
会
員
番
号
順
に
時
間
帯
を
伝
え
て

事
務
所
に
来
て
も
ら
う
。

　
「
１
、
２
分
で
終
わ
る
場
合
も
あ
れ

ば
、
長
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
３

日
間
で
１
人
当
た
り
約
１
５
０
人
と
話

す
の
で
大
変
で
す
が
、
体
調
や
就
業
な

ど
に
つ
い
て
普
段
で
は
言
え
な
い
よ
う

な
こ
と
を
話
し
て
く
れ
る
会
員
も
い
る

の
で
、
聞
き
役
に
徹
し
て
い
ま
す
」
と

担
当
す
る
岩
橋
さ
ん
。

　
毎
年
顔
を
見
て
会
話
を
す
る
こ
と
で
、

そ
の
後
に
体
調
の
変
化
が
あ
れ
ば
気
付

き
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、

面
談
の
機
会
を
大
切
に
し
て
い
る
。

年
齢
や
体
力
に
適
さ
な
い

仕
事
は
受
注
し
な
い

　
柴
田
町
は
、
低
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地

で
、
古
く
か
ら
東
北
有
数
の
桜
の
名
所

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
丘
陵
地
は
斜

面
が
多
い
た
め
、
新
規
の
依
頼
は
必
ず

現
場
を
見
て
か
ら
受
注
す
る
か
ど
う
か

を
決
め
る
。
基
本
的
に
は
、
作
業
別
安

全
・
適
正
就
業
基
準
に
照
ら
し
て
判
断

す
る
が
、
基
準
を
満
た
し
て
い
て
も
会

員
と
年
齢
や
体
力
に
よ
っ
て
は
依
頼
を

断
る
こ
と
も
あ
る
。
60
代
の
会
員
が
多

か
っ
た
頃
は
受
注
で
き
た
こ
と
で
も
、

会
員
の
平
均
年
齢
は
73
・
１
歳
（
令
和

３
年
度
）
と
な
り
、
以
前
の
よ
う
に
は

行
え
な
い
と
い
う
。

　
屋
外
作
業
が
で
き
る
会
員
は
70
代
が

大
半
で
、
年
を
重
ね
て
も
体
力
の
あ
る

人
も
い
る
も
の
の
、
年
齢
や
体
力
に
適

さ
な
い
と
判
断
し
た
現
場
は
断
る
か
、

発
注
者
に
相
談
し
て
就
業
人
数
を
増
や

し
て
対
応
し
て
い
る
。

会
員
と
仕
事
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
努
め
る

　
岩
橋
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
通
り
事
故

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
毎
日
、
注
意
喚
起

を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
」
と
し
た
上

で
、
朝
の
あ
い
さ
つ
、
送
り
出
し
、
帰

っ
て
来
た
時
な
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
会

員
に
安
全
を
呼
び
掛
け
て
い
く
と
い
う
。

「
同
じ
言
葉
で
は
聞
く
方
も
慣
れ
て
し

ま
う
の
で
、
ニ
ュ
ー
ス
や
季
節
の
話
題

を
取
り
入
れ
、
最
後
に
〝
今
日
も
安
全

に
気
を
付
け
て
〟
と
話
す
な
ど
、
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
き
た
い
」
と
言
う
。

　
安
彦
事
務
局
長
は
、
年
金
受
給
開
始

年
齢
や
企
業
の
高
齢
者
雇
用
状
況
な
ど

が
セ
ン
タ
ー
設
立
時
と
大
き
く
変
わ
っ

て
き
て
い
る
こ
と
に
言
及
。
そ
の
上
で
、

「
現
代
の
シ
ニ
ア
は
、
昔
よ
り
若
々
し

い
と
思
い
ま
す
が
、
70
歳
を
超
え
て
入

会
す
る
人
が
増
え
る
中
、
そ
れ
か
ら
剪

定
を
習
っ
て
頑
張
ろ
う
、
と
い
う
人
は

ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ

う
し
た
変
化
も
踏
ま
え
、
時
代
に
合
わ

せ
た
セ
ン
タ
ー
運
営
が
必
要
に
な
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
会
員
の
生
き
が
い

づ
く
り
と
地
域
貢
献
を
目
的
と
し
、
会

員
の
希
望
や
状
況
と
仕
事
が
マ
ッ
チ
ン

グ
す
る
就
業
開
拓
に
、
さ
ら
に
努
め
て

い
き
た
い
」
と
、
今
後
の
安
全
確
保
に

向
け
た
抱
負
を
語
っ
た
。

�

（
増
山
美
智
子
）

事業運営状況� （平成29年度～令和 3年度）
年度 会�員�数 粗入

会率
就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男 女 計

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

平成29 211 83 294 2.2 257
（28,759） 87.4 1,455 153,758 42.6/57.4

30 203 81 284 2.1 271
（28,443） 95.4 1,450� 150,195 42.3/57.7

令和元 196 80 276 2.0 256
（27,431） 92.8 1,486 148,972 43.5/56.5

2 191 85 276 2.0 230
（24,046） 83.3 1,479 137,975 43.7/56.3

3 188 83 271 2.0 229
（26,256） 84.5 1,522 136,409 44.8/55.2

※受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は平成29年度まで請負・委任、平成30年度以降は請負・委任と労働者派遣事業が対象
※就業延人員は令和 2年度から労働者派遣事業の教育訓練受講を含む


